
 令和元年度 授業改善推進プラン  
調布中学校 

教科 理科 

重点目標 

・観察や実験を通して、自然の事物や現象についての問題を科学的に理解し、解決する 

ための能力や資質を養う。 

学習指導に関する現状と課題 (1学期の評価より) 改善策と検証 

 

改善策 

班で考えを共有することはでき

たが、考えを理解することができて

おらず、発表できる生徒が限られて

いた。思考・判断・表現活動のやり

方に工夫をしていきたい。 

検証 

 自分で考える時間を確保してから、班

で考えを共有することにより、思考・判

断・表現力が高まった。 
課題 「思考判断表現」の観点で「C：努力を要する」生徒が２／３以上お

り、自ら思考判断して表現をすることが苦手な生徒が多いこと。 

 改善策  

思考・判断・表現で努力を要す

る生徒が多いので、思考ツール等

を取り入れて思考を見える化し、

グループで協同的な学びができる

ようにしていく。 

検証 

 思考ツールを活用することで思

考を可視化し、学び合い活動をす

ることができた。考えたことを言

語化することを苦手としている生

徒がまだ多いようであった。 

課題 思考判断表現の観点で、まだまだ努力を要する生徒の割合が多いので 

   学び合いの時間を多く確保していく。 

 改善策 

 問題が解けたときの喜び、達成

感を持たせていきたい。都立受検

があるため解ける問題を確実にと

いう指導もあるが、義務教育のま

とめとして、既習事項をもとに発

展的な思考を問う問題にも意欲的

に取り組む雰囲気をつくってい

く。 

検証 

 深く考えるための基礎的な知識

の定着ができなかった。ある程度の

詰め込みは必要である。時間をかけ

てじっくり取り組む時間と考える

ための時間の確保を工夫して生み

出していく、 

課題 思考するため、考えるための基礎的基本的知識が不十分である。 

   時間をかけてゆっくり考えていく問題に苦手意識が強い。 
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